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第 20回
日本臨床救急医学会総会・学術集会

プログラム・抄録集





第 20 □ 日本臨床救急医学会総会・学術集会開催にあたつて

第 20回 日本臨床救急医学会総会・学術集会

会長 坂本 哲也
帝京大学医学部救急医学講座主任教授

帝京大学医学部附属病院長

ビツグサイトで待つてます

この度,第 20回の節目を迎える日本臨床救急医学会総会・学術集会を会長として開催させていただくこ

とになりました。皆様にとって楽しく有意義な学術集会とするべく,ス タッフー同総力をあげて準備にあ

たっております。2020年東京オリンピック・パラリンピックを控えて一大観光スポットとなりつつある東

京臨海副都心のお台場で,そ のシンボルでもある東京ビッグサイト会議棟を借 り切って,来たる 2017(平

成 29)年 5月 27日 (土 )。 28日 (日 )に開催させていただきます。また,学術集会前日26日 (金)に,同
じくお台場の東京ファッションタウン (TFT)ビルにてビジネスミーティング,全国メデイカルコントロー

ル協議会連絡会等を行います。

今回のメインテーマは「明日を支える救急医療」とさせていただきました。国の統計によれば救急出動件

数および搬送人員数は増加の一途を辿っており,世界に例を見ない超高齢社会において都市部でも高齢者が

急増し,救急医療への需要は限界を超えています。このわが国の難局に応じるべく医療計画が見直され,地
域包括ケアシステムを鍵にあらゆるステークホルダーの参加による打開が図られています。救急医療に関係

する多職種が一同に会して活動している本学会の担うべき役割は一層大きく,われわれが「支える」べき「明

日」は重いものとなっていると考えております。

会員の皆様のおかげをもちまして,一般演題と,指定演題の公募分を合わせた応募演題数が 800題余り,
招聘演者等を含めると900題近くの学術集会とさせていただけることになりました。特別講演として,上智

大学グリーフケア研究所所長の島薗進先生に「死が孤独を際立たせる時代～現代日本人の死生観とグリーフ

ケア～」についてお話しをいただきます。宗教学に関する深い素養と洞察をもとに多くの著書で生と死につ

いて語られている先生からは,超高齢社会において救急医療がかかえる問題を解決する糸国となるお話しを

うかがえると期待しています。もう一つの特別講演として,帝京大学ラグビー部監督である岩出雅之先生に
「常にさらなる進化を目指して～組織づ くりとリーダーシップ～」というテーマでお話しをいただきます。

主力選手が毎年入れ替わる大学スポーツにおいて,前人未踏の八連覇を達成することができたのは何故なの

か。人を成長させるためにはどうしたらよいのか。これは私たち医療に携わる者がより良い医療を提供する

ためのマネジメント哲学にも通じていると思います。また教育講演として,東京大学国際保健政策学教室の

渋谷健司教授からは「日本の医療の将来～制度からシステムヘ～」をお話しいただきます。懇談会の座長と

しておまとめになった『保健医療 2035』 は「未だかつて誰も経験 したことのない少子高齢社会を乗り越え,

日本が更に発展し,世界の成熟をリードすることで尊敬を集めるための新たなどジョンを国内外に向けて提

示し,その具体的な改革を進めていくための方向性を示す」もので,参加の皆様には日から鱗の発見がある
ご講演になると思います。

また,併催する日本臨床医学リスクマネジメント学会との合同講演として,弁護士の安T冨謙二先生には
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「大野病院事件～なぜ,無実の医師は逮捕されたのか～」として,およそ 10年前に生じた福島県立大野病院

の産科医逮捕事件を振り返ってお話しをいただくことにしました。業務上過失致死罪に問われた医師の弁護

人を担当し無実を証明した経験を通して,なぜ無実の医師が逮捕されてしまったのか。その端緒は,当事者

である主治医の話しを傾聴せずに作成された院内事故調査報告書にあったとし,同様の問題は現在の医療事

故調査制度にも引き継がれているのではと警鐘を鳴らされています。常に時間との戦いのなか,高いリスク

を抱える救急医療の関係者にとって決して他人事ではありません。

これらのご講演だけでなく,シ ンポジウム,パネルディスカッション, ワークショップもそろえ,すべて

の職種の参加者に興味を持っていただけると信じております。

将来を見据えた根本的な議論を通じて,未来につながる何かをそれぞれの参加者がつかんでいただけるよ

うな学術集会を運営できればと考えています。

救急医療にかかわる多職種の皆様に,是非多数のご参加とご発表を賜りますよう,何卒よろしくお願い申

し上げます。東京ビッグサイトでお待ちいたしております。

2017年 4月 吉日
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第 20回日本臨床救急医学会総会・学術集会 プログラム委員

会 長  坂本 哲也

副会長  猪口 正孝  森住 敏光

委 員 (五十音順 )

安心院康彦  安宅 一晃  有賀  徹  池田 弘人  石井 史子

猪口 正孝  石見  拓  内山 宗人  太田 祥一  大野 直紀

岡田 保誠  岡本 孝英  奥寺  敬  織田  順  小野 一之

加藤 正哉  金子 一郎  菊池 憲和  木澤 晃代  橘田 要一

清田 和也  軍神 正隆  剣持  功  小菅 宇之  坂下 恵治

佐川 俊世  佐々木淳一  佐藤 圭介  篠原 純史  新藤 正輝

杉田  学  鈴川 正之  添田  博  高橋 耕平  田中 秀治

田邊 晴山  土谷 明子  堤  晴彦  土井 研人  冨岡 譲

中島  勧  中原 慎三  中村 謙介  西田 昌道  畑中 哲生

濱邊 祐一  福田 篤久  福家 イ申夫  藤田  尚  藤谷 茂樹

藤見  聡  布施  明  松田  潔  丸川征四郎  溝端 康光

峯村 純子  三宅 康史  六車  崇  森住 敏光  森村 尚登

山崎 早苗  横田 裕行  横山 正巳  渡邊 暁洋  渡邊真知子
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日本臨床救急医学会 歴代会長

会 1長・
|■.  ‐■.  ‐
△ 1旦

■不留

第 1回 小濱 啓次 川崎医科大学 救急医学 1998年 6月 1～ 2日 岡山

第 2回 加来 信雄 久留米大学医学部 救急医学 1999年 4月 20´-21日 福岡

第 3回 小林 國男 帝京大学医学部 救命救急センター 2000年 4月 27～ 28日 東京

第 4回 野口  宏 愛矢□医科大学医学部附属病院 高度救
命救急センター

2001年 4月 26～ 28日 愛矢□

第 5回 鈴木  忠 東京女子医科大学 救急医学講座 2002年 4月 25～ 27日 東京

第 6回 山中 郁男 聖マリアンナ医科大学横浜市西部病院 2003年 4月 23～ 24日 横浜

第 フ回 杉山  貢 横浜市立大学医学部附属市民総合医療
センター

2004年 5月 14～ 16日 横浜

第 8回 有賀  徹 昭和大学医学部 救急医学 2005年 4月 29～ 30日 東京

第 9回 遠藤 重厚 岩手医科大学 高度救命救急センター 2006年 5月 11～ 12日 岩手

第 10回 石井  昇 神戸大学医学部附属病院 救急部 2007年 5月 17～ 18日 兵庫

第 11回 野□ 英一 東京消防庁 救急部長 2008年 6月 7～ 8日 東京

第 12回 横田順一朗 市立堺病院 2009年 6月 11～ 12日 大阪

第 13回 大橋 教良 帝京平成大学 現代ライフ学部 2010年 5月 31日～ 6月 1日 千葉

第 14回 浅井 康文 札幌医科大学医学部 救急
・集中治療

医学講座
2011年 6月 3～ 4日 札幌

第 15回 木下 順弘 熊本大学大学院 生命科学研究部 侵
襲制御医学分野

2012年 6月 16～ 17日 熊本

第 16回 丹正 勝久 日本大学医学部 救急医学系 救急集
中治療医学分野

2013年 7月 12～ 13日 東京

第 17回 鈴川 正之 自治医科大学医学部 救急医学/自治
医科大学附属病院 救命救急センター

2014年 5月 31日～ 6月 1日 栃木

第 18回 奥寺  敬 富山大学大学院危機管理医学 2015年 6月 4^ψ 6日 富山

第 19回 高谷 雄三 福島県医師会 2016年 5月 12～ 14日 ウ百崖ヨ
↑田畠ラ

第 20回 坂本 哲也 帝京大学医学部救急医学講座 2017年 5月 26～ 28日 東京
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第 20 ロ 日本臨床救急医学会総会・学術集会 開催概要

テーマ :明日を支える救急医療

△ F・ △  匡
東 ・ ム  :区

副会長

坂本 哲也 (帝京大学医学部救急医学講座 )
猪口 正孝 (東京医師会)
森住 敏光 (東京消防庁救急部)

8: 00～ 17:00

8: 00～  16:00

〈
ム

〈
不

期 :2017年 (平成 29年)5月 26日 (金 )・ 5月 27日 (土 )・ 5月 28日 (日 )
※5月 26日 (金)に ,理事会,評議会,全国メデイカルコントロール協議会連絡会等を予定

場 :5月 26日 (金):

東京ファッションタウンビル (TFTビル)(東京都江東区有明 3410)

5月 27(土 )。 28日 (日 ):

東京ビッグサイト (東京都江東区有明 3-11-1)

大会 HP:httpi//jsem20umin.nejp/

参加受付 時間帯 :

TFTビル 西館 2階
学術集会前日 :5月 26日 (金 )

東京ビッグサイト 会議棟 6階
会期 1日 目 :5月 27日 (土 )

会期 2日 目 :5月 28日 (日 )

11 : 30～  17: 00

発表受付 。時間帯 :

口演発表とポスター発表の各セッションで,受付方法が異なります。詳細に関しましては「演
者の皆様へのご案内」ページをご覧ください。

参加費種別 :詳細に関しましては「参加者の皆様へのご案内」ページをご覧ください。

多職種間意見交換会 :

5月 27日 (土)18:30～ 20:30/TFTビ ル 西館 2階「TFTホ ール 500」 にて開催 します。
当日参加の会費は 3,000円 (学生 1,000円 )と なります。なお,会場定員に達しました際には,
締め切りとさせていただきます。
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主 要 プ ロ グ ラ ム

■ 会長講演

第 2日目 (5月 28日 ) 11 :30～ 12:20 第 5会場

「蘇生～わが国における 10年の歩み～」

口」アヽ

帝京大学医学部救急医学講座 坂本 哲也
愛知医科大学災害医療研究センター 中川  隆

■ 特別講演

1.第 1日 目 (5月 27日 ) 11 :00～ 12:00 第 5会場

「常にさらなる進化を目指 して～組織づくりとリーダーシップ～」

帝京大学ラグビー部監督 岩出 雅之
司会                       東京消防庁 救急部 森住 敏光

2.第 2日目 (5月 28日 ) 10130～ 11 :30 第 5会場

「死が孤独を際立たせる時代～現代日本人の死生観とグ リーフケア～」

上智大学グリーフケア研究所 島菌  進
司会                        東明会 原田病院 前川 和彦

■ 日本臨床医学リスクマネジメント学会 合同教育講演

第 2日目 (5月 28日 )    13:40～ 14:40 第 1会場

「大野病院事件～なぜ,無実の医師は逮捕されたのか～」

口」ア、

安〒冨法律会計事務所 安祠 謙二

埼玉医科大学総合医療センター 高度救命救急センター 堤  晴彦

■ 教育講演

1.第 1日目 (5月 27日 ) 13130～ 14i30 第 1会場

「日本の医療の将来～制度からシステムヘ～」

東京大学大学院医学系研究科国際保健政策学 渋谷 健司
司会          大阪大学医学部附属病院 高度救命救急センター 嶋津 岳士
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2.第 2日 目 (5月 28日 ) 14:40～ 15:40 第 1会場

「都市の大規模災害に必要な地域包括型 BCPの作成」
兵庫医科大学

東京曳舟病院

順天堂大学医学部附属練馬病院

イムス富士見総合病院

東京大学医学部附属病院

帝京大学ちば総合医療センター 救急集中治療センター

「蘇生に関する研究についての解釈～最近の臨床研究の結果から～」
帝京大学医学部救急医学講座

司会         日本大学医学部救急医学系 救急集中治療医学分野

中尾 博之
石原  哲=■ △口」7ヽ

3.第 2日 目 (5月 28日 )  9:30～ 10:30 第 5会場

「傷病者の意思に沿つた救急現場での心肺蘇生のあり方について～当学会からの提言～」

救急救命東京研修所 田邊 晴山
司会                           医誠会病院 丸川征四郎

■ 救急科領域講習

1.学術集会前日 (5月 26日 ) 10:30～ 11:30  TFTビル西館丁F丁 ホール 500
「若手に教えたくなるER診療のコツ」

杉田

堀

学

進悟=ヨ △口」アヽ

2.学術集会前日 (5月 26日) 12:30～ 13:30  丁F丁 ビル西館 TF丁 ホール 500

「敗血症の新たな診断基準と輸液戦略」

土井 研人
福家 イ申夫口」7、

3.学術集会前日 (5月 26日) 13:30～ 14:30  丁F丁 ビル西館 TFTホール 500

中原 慎二

櫻井  淳

■ 国際シンポジウム

第 2日目 (5月 28日 ) 10:00～ 11 :30 第 7会場

「Global EⅣlS Developrnent in Asia;

開発国への EMS体制構築に我が国はどのように関与すべきか」
座長         国立国際医療研究センター病院救命救急センター

国士舘大学大学院救急システム研究科

,本:本寸

田中

昭夫

秀治
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